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エクスカーション :兵庫県淡路島の淡路島のり脇市センターのn加し参加者の多くが，砂浜に打ち上がっていたi財政鎖を興味
深げに採取していた。

め，パワーポイン トスライ ドをもらえないかJ，r発表内容と類
似し:たたj混混合養殖で
だけではなく エビや海1競2益箪ιkビジネスに携わる人々から声をかけら
れるこ とが多カか当つた。これまでほとんど産業とは無縁の研究を
行ってきたが，現在取り組んでいる研究は，ビジネスに直結し
ているのだという認識を新たに持つと共に， 研究結果や成果の
取り扱いには 卜分気をつけなければならないことを笑感した。
エクスカーシヨンでは養殖場見学コースの引率を経験した。

前日の天気予報では降雨が心配されたが，午前中やや量りが
ちであったものの，午後からは11青れ聞が広がった。養殖場や
加工場の方々には懇切丁寧な説明をいただき，参加者からは
多くの質問が出され，みな大いに楽しまれたようだ。関連施
設の方々に心から感謝したい。ただエクスカーションの出発
前にかなりの混乱が起こった。参加者の別分けが，張り 1:1:¥さ
れていなかったためである。事務局からは二枚の奥なる班分
けメモが配られ更に混乱が増幅された。参加者の中には，怒

エクスカーション ・兵庫県矯磨IlIJ，のり流通センター。兵廊の
ノリ主主的自の問、史から現:1犬・加工の工程などについて詳しく説明
して頂いたあと，工場内と洋上養殖場を見学した。

りをあらわにし大声を上げて不満を煽る西洋人も いて，自己
主張の強し叫1洋文化との違いも感じた。前日までに班分けメ
モを掲示するなどで対処できる ことであろう。とはいえ筆者
が担当 した班の中には，当日参加コースを変更したいと1 '1'1し
出て，大野先生のご配慮で参加コース変更が可能になり非常
に喜んで、いた方もいた。
クロージングセレモニーのあと，多くの方々と再会を約束
して握手をした。|日米の知人もいる。今回新たに女1 :1り合いに
なった参加者もいる。数日開会場とコンビュータ部屋の聞を
共に走り 回った会場係仲間もいた。学問的新知l見を雑誌で読
むのではなく ，多くの研究者とま1:1り合いになれるこ とが，シン
ポジウム参加lの意義なのだとあらためて感じる。
最後に，シンポジウム日本大会会長である有賀祐勝先生と

大会事務局長である大野正夫先生と握手をして，会場をあと
にした。シンポジウムの大いなる成功に感謝の誌を表して。

(独立行企政法人国際良林水産業研究センター)

新刊 D V D
海藻産業の更なる発展にむけて口オてd 、治r皆泣2理会

映像1 . 海苔 映像 2. 寒天 |映像 3. わかめ
標記ビデオ 3巻が D V D化された。かつての日本語版「海苔」 と「寒天」は，石川依久子先生
が自ら撮影して制作し日本務類学会から販売されていた V H Sで、あった。日本語版「わかめ」は全
漁連，岩手漁連，みやぎ漁連の共同で制作されたものを制作者の許可を得て一部削除したものか
ら英語版 D V Dが制作された。第四回国際海路シンポジウムに向けて製作されたもので，D V D  
には日本語版と英語版が収録されている。それぞれ約 15分のl決像であるが，必要な知識がわかり
やすくまとめられている。外国からの来客，セミナーや諮義の副読本として非常に有用である。英
語版と日本語版を聞き比べることにより， 英語での表現を学ぶ良いテキス卜にもなるだろう。

企画 ・制作 ・掠影 : 石川依久子 (元東京学芸大学教授)
編集 ・撮影 : 土屋康文( 総合ビデオサウンド)
価 格 : 2，500円 (送料込み)
Etし込み先 : 日本海藻協会事務局 (m ohno@ cc.kochi-u.ac.jp) (大野正夫)

海藻産業の吏なる発展に向けて
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